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.「福祉総合相談窓口」を開設します

令和４年度 「地域ケア推進会議」を開催しました
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■開 所 日 令和５年４月３日以降の月～金曜日

※祝祭日及び市役所閉庁時を除く

■受付時間 午前の部 ９：００～１２：００

午後の部 １３：００～１６：００

■場 所 安来市役所 安来庁舎１Fロビー（下図参照）

■電話番号 ０８０－１１７４－３２０６

※相談予約をご希望の場合はご連絡ください。

令和５年４月３日から、安来庁舎の１階に「福祉総合相談窓口」を開設いたします。
安来市社会福祉協議会の相談員が常駐し、市民の皆さまの福祉に関するご相談を受付
し、適切な制度や機関につなぐ相談窓口です。
お気軽にお立ち寄りください。

令和５年２月２３日、安来市総合文化ホール アルテピア（小ホール）において、
令和４年度「安来市地域ケア推進会議」を開催しました。
本年度は「住まいと生活の一体的支援」をテーマに、講演、報告・提案、全体協議

等を行いました。当日は新型コロナウイルス感染対策の観点から会場とオンラインの
ハイブリッド開催としました。８６名の参加があり、有意義な会議となりました。

主な感想・ご意見

保証人の件はリスクをどこまで行政が受け
止めるかの問題であり、１つの担当部局で
の解決は不可。庁内連携が必要と思います。

保証人がいない人の相談窓口を設けて欲
しいと思います。住まいについても同様です。死後事務について漠然と考えていたが、

いつ誰もがリスクのあることを認識した。

身元保証人が得られない方、死後事務について困る方が増えている現状について共
有ができました。今後、この会議をきっかけに関係機関が実際に連携・協働していくこと
ができるよう継続してこの課題に取組んでいく必要があります。
具体的には、市営住宅の保証人要件緩和についてさらなる検討。「エンディングサ
ポート事業」（終活事業）の拡充など、できることから取組んでいくことが期待されます。

全体協議の様子

■コーディネーター 一般社団法人 高齢者住宅財団企画部長 落合 明美 氏
■コメンテーター 大牟田市居住支援協議会事務局長 牧嶋 誠吾 氏
■参加者

安来市介護保険課長、安来市建築住宅課長
安来市在宅介護支援センターケアプランやすぎ管理者
安来市地域包括支援センター長

住居確保は生活の安定につなが
る。住宅支援法人は福祉と住宅
問題をつなぐのに必要なものだ
と思った。



「訪問介護サービス実態調査」（中間報告）

■調査目的
安来市内で訪問介護サービス及び小規模多機能型居宅介護を提供する事業所や、

居宅に訪問し身体介護、生活介護を行っている職員、介護職員を目指す方にアン
ケート調査を行い、訪問介護職員の確保の状況や今後のサービス提供に対する考え
を把握し、訪問介護員確保のための施策の基礎資料とすることを目的としました。

■調査方法
安来市内で訪問介護サービス及び小規模多機能型居宅介護を提供する「①訪問系

事業所（法人等）調査」と「②訪問系介護職員調査」、介護職員を目指す学生等を
対象にした「③学生及び初任者研修受講者調査」を実施しました。

■調査時期
令和４年１２月１４日～令和４年１２月２８日

■回収結果

有効回収率有効回収数配布数

８８．９％８件９件①訪問系事業所（法人等）調査

９８．１％
６６．７％

訪問介護５２件
小規模多機能２０件

訪問介護５３件
小規模多機能３０件

②訪問介護等職員調査

４９．４％４２件８５件③学生及び初任者研修受講者調査

■調査結果（一部抜粋）

①訪問系事業所に対する調査

就労したい

46%

就労したくない

54%

訪問介護員として就労したいか

②学生及び初任者研修者に対する調査 「就労したくない」と回答した方の具体的な理由

・具体的な仕事の理由が分からないが、何
となく大変そうなイメージがあるから。

・1人の利用者の方と沢山関われないから。

・施設で就職する方が、働きがいがあるよ
うに感じるから。

・自分が働くうえで、訪問介護についての
興味やスキルが整っていないから。

■調査結果を踏まえての提案

①訪問系事業所に対する調査では、有効回答のあった８事業所のうち６事業所において「ホ
ームヘルパーの人材確保に苦慮している」との回答が得られた。しかし、人材募集の方法と
して、いずれの事業所も「インターンシップ、実習生の受け入れ」を行っていなかった。
②それに対し学生及び初任者研修受講者に対する調査の結果４６％の方が「訪問介護員とし
て就労したい」と回答していた。「就労したくない」と回答した５４％の中には「具体的な
仕事の理由が分からない、何となく大変そうなイメージがあるから」との理由も挙がってい
た。これらのことから、法人としてインターンシップや実習生の受け入れやヘルパーについ
ての魅力発信等が必要といえる。
③訪問介護員に対する調査では「賃金や手当等についての希望」として「基本給の引き上
げ」や「賞与の導入・引き上げ」だけでなく「移動時間の労働時間への参入や移動手当の導
入・引き上げ」を望む声も多く挙がっていた。このことから利用者宅への移動に対しての経
費補助等の創設も必要といえる。また、中には自身の仕事に対し「福祉の中で地位の低い職
種ではないかと感じる」との回答がみられた。魅力発信に加え、訪問介護員同士の交流やピ
アカウンセリングなどができる「場」づくりをすることで、訪問介護員の更なるモチベー
ションの向上を図ることも重要といえる。
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基本給の引き上げ

能力や仕事ぶりに応じた評価の実施

勤務年数に応じた評価の実施

資格手当の導入・引き上げ

役職手当の導入・引き上げ

早朝・夜間勤務手当の導入・引き上げ

通勤手当の導入・引き上げ

移動時間の労働時間への算入や移動

手当の導入・引き上げ

賞与（ボーナス）の導入・引き上げ

連絡用の携帯電話の支給・通信費補助

その他

賃金や手当等についての希望は無い

賃金や手当等についての希望（複数回答）

③訪問介護員に対する調査 訪問介護を続けていくために望むこと

・訪問件数、給料面の安定確保、自家用車
使用のため、車の消耗に対して何かしらの
補助。

・事業所の経営も大変だと思いますが、移
動時の無給状態や車の維持費もかかります。

・利用者さんの中にもヘルパーさん＝お手
伝いさんと考えておられる方がおられると
思います。福祉の中で一番低い地位の職種
ではないかと感じています。皆さんにヘル
パーの仕事を理解してほしいです。

・人員不足の解消に努めてほしい。またこ
の状況を行政にも働きかけ、市の福祉の問
題として解決に取り組んでいただけるよう
に願いします。
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人材確保に苦慮している職種

介護職員（施設）

介護職員（通所）

ホームヘルパー

サービス提供責任者

看護師（施設）

看護師（通所）

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

相談員（施設）

相談員（通所）

施設ケアマネ

居宅ケアマネ

主任ケアマネ

社会福祉士

その他

訪問看護師

人材確保に苦慮している職種（複数回答）
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人材募集の方法

ハローワーク等（Web含む）

チラシのポスティング

福祉人材センター（Web含む）

学校・養成施設等への紹介依頼

求人・就職情報誌、求人情報サイト

新聞等の折込チラシ、新聞、雑誌の広告

法人または施設・事業所のホームページ

就職セミナー（就職説明会）

人材紹介・人材派遣会社へ依頼

インターンシップ、実習生の受け入れ

ボランティアに声をかける

職員等関係者の紹介

その他

人材募集の方法（複数回答）


